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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。 
(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 
 
問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

経済思想家の斎藤幸平は、『人新世の「資本論」』の冒頭に、「SDGs は大衆のアヘンである」という

ショッキングなテーゼを置いている。SDGs はある種の免罪符として機能しており、気候変動という

差し迫った現実の危機から目を背けるためのグリーン・ウォッシュを助長する、というのである。こ

の主張自体には賛否両論あるだろうが、私が共感するのは、欧米から示された SDGs＝(1)パッケージ

化された善の指針を有り難く頂戴し、その指針に従っていれば、何となく「よさ」へのコミットメン

トが果たされると思っている、その危うさである。 

これはガブリエルの日本的受容にも言えることだが、外部から示された善のパッケージを単に無反

省に享受するのは――私はこれを戦後民主主義の議論にまで拡張するつもりはないが――ほとんど考

えていないのと同じである。〈私〉の反省的思考が不在のまま、善を求める欲望だけを漠然と充たして

いるからだ。 

そのパッケージの中身が本当によいものであれば、実害は少ないかもしれない。しかし、かりにそ

こに悪が混じっている場合には、その何気ない受容が大変な事態を出来させかねない。なぜなら、こ

の態度はいとも簡単に 全体
、 、

主義化
、 、 、

するからである。 

（中略） 

全体主義は、私たち自身の可能性の一つとしてつねに存在しているのであり、その実現を阻止した

いなら、全体主義が提示する危険で差別的なコンテンツよりもむしろ、全体主義的雰囲気を何となく

受け入れてしまう人間の心の方を警戒すべきなのだ。そのために求められるのが、思考の起点となる

〈私〉にほかならない。 

つまり、こういうことである。最終的な着地点は一緒でも構わない。たしかに、自由の普遍性は否

定しがたいし、これはおそらく、近代以降の人間と社会にとって最も重要な考え方の一つである。し

かし、跳躍するときは自分で跳ばなければならないのだ。ある考えに至るまでの手続きこそが何より

も重要であり、結果として、SDGs や道徳的実在論と同じ場所に着地するのなら、それはそれで一つ

のことである。 

上から降りてくる神託に善への期待を託すのではなく、自分の思考の中で、様々な倫理的議論の妥

当性を吟味する。要するに、具体的な行動や判断の動機は、あくまで自分自身から生まれてくるもの

であるべきなのだ。(2)善のパッケージを手軽に買うのではなく、それがどうして「よい」と言えるの

かを、〈私〉の体験の内側から取り出さなければならない。 

 

出典：岩内章太郎 著『〈私〉を取り戻す哲学』講談社，2023 年 

※出題の都合上、一部改変しています。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

著作権法に基づき、公開しておりません。 
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問１． 筆者が考える下線部(1)「パッケージ化された善」について 400 字以内に簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

問２． 下線部(2)について筆者の意見をふまえた上で、あなたの考えを 600 字以内で述べなさい。 
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問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

現在の日本では、長いこと文語文の牙城であった六法の世界すら口語文へ移行しているように、ど

の分野でも現代口語文を用いるのが基本ですが、日本にはかつて複数の文体もしくは書記体系が存在

し──たとえば手紙は候文で書かれたものです──、漢文はその一つでした。何を書くか、その内容

によって文体は自ずと定められていたのです。文体を選択するということは、書かれるべき世界を選

択するということだったのです。 

一方で、漢文という文体は、その内容とは別に、十分に操作的であり、技術的なものであって、だ

からこそ東アジア全域に広まったと言うこともできます。これは漢字の特質ともかかわることです。

そうであるからこそ、古くは仏典を、近代に至っては西洋科学やキリスト教の書物を漢文で翻訳する

ことができたのです。書記言語としての漢文が、あるいはそれを支える漢字が、いかに応用力をもつ

ものであるか、（中略）おおざっぱに言っても、たとえば大量の新漢語が翻訳によって生み出されたこ

となどは、有用な道具もしくは資源として漢文がすぐれている証拠になるでしょう。 

と同時に、そこではいわゆる 文化
、 、

の
、

問題
、 、

、つまり世界観の転換作業が行われ、翻訳の向こう側に

ある新しい世界観とこちら側の世界観との齟齬が意識されることで、文体の変容も生まれ、翻訳を通

じて、(1)古典世界から近代世界への転換が行われたのでした。 

漢文脈という問題を考えるために、まず、漢文という書記体系が文体として機能するのは、このよ

うな機能と思考の二極の間に働く力においてであると、設定しておきましょう。言い換えれば、漢文

という書記体系のもつ力を、この二極を設定することで測ってみよう、ということです。 

もう一つ、文体としての意味を別の側面からも見ておきましょう。漢文はたしかに古典語としての

体系を有していますが、読み書きの現場においてみれば、それのみで自足かつ閉鎖した体系をなすも

のとして捉えるのは、ほとんど不可能です。それは、口語や俗語、そして土着語──和語や韓語もこ

のうちに入ります──と絶えずかかわることによって、成り立っています。 

そして、漢文の流通した東アジアにおいて、それはたしかに規範としての価値をもつ書記体系では

あったのですが、同時に、その伝播は、各地にさまざまな書記体系を生み出す契機ともなりました。

日本において、変体漢文や候文や仮名文などが生まれたのは、漢文が伝播したことによってであり、

言い換えれば、漢文という書記言語の伝播によって、地域言語をいかに書くべきか、人々は考えるこ

とになったのです。漢字や漢文が伝来しなくても日本語は独自の書記体系を生み出したはずだ、と言

えるかどうか、かなり怪しいのは事実です。アルファベットが来るまで、ひたすら無文字社会を貫い

た可能性だってあります。そもそも日本語という意識が生まれたかどうか、それすらも怪しいでしょ

う。 

漢文の流通した世界では、どの地域であっても──中国大陸でも──古典文としての漢文（文言）

のみが唯一の書記体系として存在しつづけたわけではありません。忘れられがちですが、これは重要

な点です。漢文は、さまざまなかたちで、他の書記体系を生んでいきました。漢字を模倣した西夏文

字やチュノムはもとより、漢字から遠いように見えるハングルも、漢語音韻学の知識があってこそ成

立したものであるのは、明らかです。『水滸伝』に見られるような中国の白話文（口語文）も、まず文

言があって、それを規範として参照しながら形成されたのであって、口語をそのまま写したというも

 
 
 
 
 
 
 
 
 

著作権法に基づき、公開しておりません。 
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のではありません。 

 そして、そうした複数の書記体系の中で漢文が占めた役割は、時代や地域によって微妙に、ある

いは明確に、異なっているのです。 

 漢文をただ中国古典文としてでなく、地域的かつ歴史的な拡がりの中で、その存在の意味を考え

ること。漢文との接触によって生まれたことばも含めて、広く漢文脈という流れの中で理解していく

こと。漢字文化圏というタームは、漢字が流通した地域の共通性を探ることに重点が置かれる傾向が

どうしてもありますが、むしろ、漢字や漢文は、それが流通した地域の固有性や多様性を喚起したと

いう側面にこそ、ほんとうは注目すべきであるように思います。そして、それらの固有性や多様性は、

漢字や漢文が伝播する前にあらかじめ存在したのではなく、(2)それが伝播したことによって、はじめ

て浮かび上がってきたものなのです。 

 

 

出典：齋藤希史 著『漢文脈と近代日本 もう一つのことばの世界』日本放送出版協会，2007 年 

※出題の都合上、一部改変しています。 

 

 
 
 
問１． 下線部(1)「古典世界から近代世界への転換」を具体的に 400 字以内で説明しなさい。 

 

 

 

問２． 下線部(2)「それが伝播したことによって、はじめて浮かび上がってきたものなのです」とあ

る筆者の主張をわかりやすく 600 字以内で説明しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

著作権法に基づき、公開しておりません。 
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